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こ
の一年
を
ふ
り
返
って

東
村 

新
一

福
井
市 

市
長

　

後
援
会
の
皆
様
に
は
、日
頃
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
、深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。特
に
昨
年
は
、

大
変
暑
い
中
、全
地
区
で
市
政
報
告
会
を
開
催
し
て

頂
き
、ま
た
お
忙
し
い
年
末
の
選
挙
戦
に
お
き
ま
し

て
は
力
強
い
ご
支
援
を
頂
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。市
政
報
告
会
で
は
、各
地
区
の
切
実
な
問
題

点
を
ご
指
摘
頂
き
、大
変
有
り
難
く
思
い
ま
し
た
。

ま
た
選
挙
戦
で
は
、「
が
ん
ば
れ
。」「
応
援
し
て
る

ぞ
」と
い
う
励
ま
し
の
言
葉
や
、力
強
く
握
り
返
し

て
も
ら
う
握
手
で
た
く
さ
ん
の
勇
気
を
頂
き
、ど
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
次
期
も
市
政
を
担
い
た
い
と
い

う
熱
い
思
い
で
いっ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
当
選
を
さ
せ
て
頂
き
、早
い
も
の

で
間
も
な
く
一
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。現
在
は

お
約
束
し
ま
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現
に
向
け
、

日
々
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。そ
の
中
で　

特

に
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
ま
で
の
延
伸
認
可
、こ
れ
に

伴
う
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
高
架
化
、そ
し
て
西
口
再
開

発
ビ
ル
建
設
な
ど
、長
年
の
念
願
が
か
な
い
今
ま
さ

に
動
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。沿
線
の
皆
様
に

は
具
体
的
な
こ
と
で
こ
れ
か
ら
も
ご
面
倒
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、市
の
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
汗
を
か
き
、事
業
完
成
に
向
け
て
進
ん

で
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
、夏
ま
つ
り
の
中
で
、松
旭
斎
天
一の

没
後
百
年
を
記
念
し
て
の
天
一
祭
の
開
催
や
福
井
を

舞
台
に
し
た
映
画「
旅
の
贈
り
も
の
〜
明
日
へ
〜
」の

上
映
な
ど
、福
井
市
の
事
業
と
し
て
も
初
め
て
の
試

み
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。市
民
の
皆
様

に
は
エ
キ
ス
ト
ラ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、ま
た
企

業
・
団
体
の
皆
様
に
は
賛
助
団
体
と
し
て
多
く
の
御

協
力
を
頂
き
、有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
さ
に

福
井
の
人・団
体・自
然
の
全
て
を
結
集
し
て
創
り
上

げ
た
作
品
と
い
え
ま
す
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
福
井

市
を
全
国
に
発
信
し
、強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
取
り
組
み
た
い
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。与
え
ら
れ
た
四
年
間
の一日
一

日
を
大
切
に
し
、そ
の
実
現
に
む
け
て
誠
一
杯
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

　

厳
し
い
暑
さ
と
長
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、

秋
が
足
早
に
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。後
援
会
の
皆
様
、各
種
後
援
団
体
各
位

に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
素
は
，後
援
会
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力

を
頂
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
五
月
よ
り
西
安
居
地
区
後
援
会
を

皮
切
り
に
、福
井
市
全
域
四
十
七
ヶ
所
全
て

の
各
後
援
会
に
於
い
て
東
村
市
長
の
市
政

報
告
と
後
援
会
の
皆
様
と
の
懇
談
会
を
実

施
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。各
々
の
地
区
の
市

に
対
す
る
要
望
や
地
区
の
現
状
や
悩
み

等
々
活
発
な
意
見
を
頂
き
、東
村
市
長
も

真
剣
に
時
折
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、又
は
困
惑

も
し
な
が
ら
市
政
の
活
動
内
容
等
を
細
や

か
に
答
弁
、報
告
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
折
に
は
各
地
区
の
会
長
・
役
員
の
皆
々

様
に
は
会
の
運
営・会
場
の
設
営・会
員
の
動

員
等
々
に
惜
し
み
な
い
ご
支
援
、ご
協
力
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。お
仕
事

等
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
、ご
参
加
頂
い
た
後
援

会
の
皆
様
に
も
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
十
二
月
に
は
本
番
の
選
挙
戦
が

始
ま
り
、二
期
目
の
挑
戦
で
し
た
。連
日
の

寒
い
日
に
会
員
募
集
や
事
務
所
詰
め
等
、多

大
な
ご
支
援
、ご
協
力
を
頂
き
、二
期
目
の

当
選
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。深
く
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
、駅
周
辺
の
開
発
、原
発
問

題
等
々
、色
々
な
課
題
が
山
積
み
し
て
お
り

ま
す
。一
期
目
四
年
間
の
経
験
、副
市
長
、県

職
時
代
の
経
験
、実
績
を
活
か
せ
て
、県
都

福
井
市
の
発
展
を
目
指
し「
希
望
と
安
心

の
ふ
く
い
」「
家
族
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ふ

く
創
り
」実
現
に
向
か
っ
て
、粉
骨
砕
身
頑

張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
後
立

て
と
し
て
、我
々
後
援
会
一
丸
と
な
っ
て
骨
身

を
惜
し
ま
ず
、応
援
を
い
と
わ
な
い
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

各
地
区
後
援
会・各
種
団
体
諸
兄・女
性

の
会
の
皆
様
、ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。　

　市民の皆様が安全で安心して暮らせる、誰もが快適なまちであること、それは
私の願いです。また、災害や危機から市民を守ることは私たち地方自治体の責務
です。
　社会基盤の整備、快適な生活環境づくりを進め、ぬくもりのあるまちづくりを進
めます。また、中心市街地や北陸新幹線の整備、全域交通ネットワークの構築に
向けて着実に前進させます。あわせて、災害に強く安全で活力と潤いのあるまち
をつくります。

災害に強く活力ある「まちづくり」と、人に優しい「全域交通ネットワーク」

マニフェスト

家族が「笑顔」で暮らせる

「希望と安心のふくい」創造

　安全で快適な「都市基盤」
■「希望と安心」のまち1

　少子高齢化、人口減少の課題に直面する今こそ、将来に不安を感じない社会
が求められています。
　市民の皆様が地域社会の担い手として社会活動に参加しやすい仕組づくりを
進め、市民・地域との恊働による安心で住みやすいまちづくりを進めます。
　また、福井の豊かな自然や都市環境を守り育て、持続可能なまちづくりを進め
るとともに、健康、長寿、結婚、子育て、地域など、福井市が誇る長所を活かしな
がら、誰もが住みよいまち、市民一人ひとりがそれぞれの役割と責任を果たす、
市民主体のまちをつくります。

恊働と安らぎの「地域づくり」と、安心「子育て」いきいき「長寿」

　安全で住みやすい「生活・福祉」
■「希望と安心」の健康・福祉

　産業の成長と安定した雇用機会の確保は、生活に安心と希望を与えます。
　企業連携や産学官連携を促進し、活力と魅力あふれる産業の育成や創出、人
材育成に努めます。また、観光客など福井市を訪れる人を増やすため、ふくいの
魅力発信やおもてなしができる観光まちづくりを進めます。
　意欲ある農林漁業者の多様な経営を積極的に支援するとともに、農山漁村の
快適な生活環境を築きます。あわせて、安全で安心な食の供給を推進し、地産地
消、食育を進めます。

ふくいの感性を活かす「創造産業づくり」と、豊かな恵みの「農林水産業」

　希望を拡げる「産業」
■「希望と安心」の産業

　充実した学校教育・生涯教育は人々の夢を育みます。
　子どもが安心・快適に学べる学校環境の整備、子どもの健康増進・健全育成を
図り、全国トップクラスの福井市の教育をさらに向上させます。地域においては、
自主的な生涯学習、継続して楽しめる生涯スポーツを支援し、生きがいを持って
暮らせる生活環境を整備します。
　また、豊かな歴史や文化を活かし、ふるさとに誇りを持つ福井人を育てるとと
もに、優れた芸術文化に触れる機会を創出します。
　さらに、平成30年の福井国体開催に向け、施設の整備や競技力の向上に取り
組み、市民がスポーツに親しむ機会を充実します。

日本一の「教育システム」と、未来を拓く「国体」

　夢を育む「教育」
■「希望と安心」の教育

　私は、平成19年から4年間、マニフェスト「希望と安心のふくい新ビジョ
ン」を掲げ、市民の皆様と恊働で、市政の推進に取り組んでまいりました。
　その間、全域交通ネットワークの充実、教育支援プランの策定、教育ウィ
ークの実施、朝倉氏遺跡の観光客大幅増加など、まちづくり、教育、観光をは
じめとするさまざまな分野で成果をあげることができました。
　一方、高齢化・少子化が一段と進み、グローバル化する経済は市民生活に
大きな影響を与えています。
　そして、地震や原子力事故、台風被害など、かつて無いほどの大災害にも
遭遇しました。
　このような時代だからこそ、強い決意と情熱、行動力を持ち、ふるさと「ふ
くい」を、希望と安心、にぎわいと活力にあふれた都市（まち）にしなければな
りません。
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あ
ト ー ク

市
政
報
告

目

じ さ い

■
H
24
年
4
月
4
日

「
旅
の
贈
り
も
の
〜
明
日
へ
〜
」

制
作
発
表
会

■
H
24
年
5
月
26
日

九
頭
竜
川
水
系
水
防
演
習

参加者
の声

市長
の感想

福井の食品のブランド化をより
一層広めるために、いかにPRし
ていくかが課題だと思います。
また、若手料理人の活躍できる
場も必要です。

ブランド化には、味だけではな
く量も必要で、消費量が増えな
くてはなりません。皆さんがお
店で市が紹介している野菜等を
使って商品を提供し、それを何
度も繰り返し使うことで広まっ
ていくことが大事です。■H24年6月10日

越前匠志会

私たちの街を良くするために
市長と話しませんか？
ご要望があれば、どこにでも
出かけて行きます。

市長と語
ろう

1. 安全で快適な「都市基盤」

2. 安全で住みやすい「生活・福祉」 

■H24年4月21日
国道158号線開通式
（奈良瀬～境寺）

■H24年4月28日
周遊バス「朝倉ゆめまる号」出発式

■H24年6月7日
西口再開発組合
設立総会

■H24年8月19日　新幹線起工式

■H24年9月25日
鉄道建設所開所式

■H24年1月5日
初市式■H24年8月4日

フェニックスまつり

3. 希望を拡げる「産業」

4. 夢を育む「教育」

■H23年12月20日
2期目初登庁

■H24年5月27日
松旭斎天一碑建立式

■H24年7月7日
青少年環境浄化一斉点検

■H24年3月17日
安居中学校竣工式■H24年9月14日

パラリンピック報告会

■H24年6月22日
JICAボランティア激励

■H24年9月3日
百歳慶祝訪問

■H24年8月15日　戦没者追悼式

■H24年6月24日　 総合防災訓練（湊小学校）

■H24年9月17日　　　　　　　社南地区敬老会

■H24年7月2日
社会を明るくする運動街頭キャンペーン

■H24年2月1日
スポーツ優秀選手表彰式

■H24年8月17日
子ども親善大使

■H24年1月8日
成人式

■
H
23
年
12
月
25
日

西
藤
島
公
民
館
竣
工
式

参加者
の声

市長
の感想

・子どもたち同士での交流の場
や、英語での交流の場など、い
ろいろな交流の場があったらい
いと思います。
・多文化共生は行政だけ、市民
だけ、地域だけではできないの
で、みんなで手を携え、連携し
ながら進めてくと実になると思
います。

福井市もいろいろな国から多く
の外国人の方が来ているのを実
感しました。これからは、日本
だけでなく、いろんな国の文化
に触れ、お互い理解をしながら
生活することが重要になってき
ていると思います。

■H24年8月17日
ふくい市民国際交流協会日本語教室「しゃべり場」
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